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～ご挨拶～
春のやわらかな陽ざしが心地よい季節となりました。日頃より後援会の皆さまには、温かいお力
添えをいただき、心より御礼申し上げます。
新年度を迎え、市政もさまざまな取り組みが本格的に動き出す時期となりました。地域の皆さま
から伺う声は、日々の暮らしに密接に関わるものばかりであり、その一つひとつを丁寧に受け止
めながら、現場の課題を把握し、必要な改善につなげていくことの大切さを改めて感じています。
5月には新緑がまぶしく、活動にも力が入る頃となります。引き続き、皆さまとの対話を大切にし
ながら、安心して暮らせる地域づくりに努めてまいります。

26年度全市実態調査⇒空き家対策 27年度に計画策定！

人口減少が加速する中、空き家も増加の一途！
防犯・景観・害獣などリスクも増加。
長年、放置されると倒壊の恐れが・・・
⇒近隣住民の方の安心・安全が脅かされる。

私の思い

生活するうえで、何よりも安全が最優先！安心して
暮らせる環境づくりが基盤となり、活気あふれるまち
づくりに繋がる。

背 景

西尾市における最新の空き家、
特定空家、管理不全空家の
把握状況は？

一般質問 回 答

定例議会 一般質問内容①

空家等対策計画の策定に伴う実態調査を実施していないため、市内
全域の空家総数は把握していない。しかし、平成26年度より町内会の
ご協力を得て、「地域に影響のある危険な空家など」として件数の把握
に努め、これまでに561件の情報が寄せられた。除却や賃貸借等の対
応済みであったもの等を除く、331件について、通知文の送付などの対
応を継続して進めている。

2023年度の空家等対策
特別措置法改正を踏まえ、
どのような運用方針を考え
ているか？

一般質問 回 答
令和8年度に市内全域の空家等実態調査を実施し、市内の空家等
の総数や動向を統計的に把握していく予定です。その後、令和9年度
には空家等対策計画を策定し、西尾市としての空家等対策の体系を
整備していく考えである。

防犯のリスク！
地域課題 ⇒ 地域資源へ



地域の困りごと、市政に対するご意見・ご要望等ありましたら
お気軽に「岩下かずたか  くらしの相談」をご利用ください。
ＴＥＬ：０５６３－５５－１１６8 ＦＡＸ：０５６３－５５－１９０９
ブログで活動報告をしていますので、お時間がありましたら是非ご覧ください。

岩下 かずたか 検索 ホームページからも受け付けております。

【Before】 【After】

交差点の形状に合わせた改善策を実施⇒交通事故未然防止！

（ＨＰのＱＲコード）

●西尾市米津町仲之畑の名鉄米津駅東出口から出た交差点にて、歩行者や自転車の飛び出しが多くて危険な
ため、交通安全対策の相談がありました。

市内企業がSBT認定取得に
向けて直面している課題を把
握しているか？

一般質問 回 答

定例議会 一般質問内容②

多くの市内企業はＳＢＴの基準やメリットなどＳＢＴそのものに対す
る情報や知識が不足している状況であること、また、脱炭素に向けた設
備投資やコンサルティング費用など、初期投資に多くの費用が必要とな
ることなどがＳＢＴ認定の取得に向けた課題であると考えている。

ゼロカーボンの目標達成に向け、SBT認定取得の推進が図られている。SBT認定を受けることで温室効果
ガス排出削減に取り組む事業者として国際的な証明となり、環境意識の高い企業として社会的に高い評価
を受けられるため、事業者の信頼・信用を高めることに繋がります。しかし中小企業では、申請までのプロセスに
もたどり着けていない現実があります。しかし、企業の脱炭素経営は、ゼロカーボンの目標達成には欠かせない。

背 景

ＳＢＴ認定取得を目指す
企業に対する、具体的
な施策はどのようか？

一般質問 回 答
ＳＢＴについて周知し、理解を深めていただくため、脱炭素経営を周
知するセミナーを開催します。その中で、ＳＢＴ認定の機運が高まった
企業に対しては、温室効果ガス排出量
の算定支援、削減目標設定のサポート、
ＳＢＴ申請対応などの支援をしていく。

企業の脱炭素経営⇒実務に即し、伴走支援！

十字の交差点でなく若干クランクした交差点！

注意喚起カラー塗装消えかかった停止線

消えかかった十字マーク

停止線塗り直し

交差点の形状に合わせた
マークに変更
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